
授業コード 曜日時限 科目名 カリキュラム年度※ 配当学年 単位数 担当者 備考

11G0881501 月２ 社会のなかの科学技術 2022年度以降 全学年 2 鈴木　舞 2022年度以降カリキュラム

2022年度以降 234年 2022年度以降カリキュラム、1年次生は履修不可

2021年度以前 全学年 2021年度以前カリキュラム

2022年度以降 234年 2022年度以降カリキュラム、1年次生は履修不可

2021年度以前 全学年 2021年度以前カリキュラム

2022年度以降 234年 2022年度以降カリキュラム、1年次生は履修不可

2021年度以前 全学年 2021年度以前カリキュラム

2022年度以降 234年 2022年度以降カリキュラム、1年次生は履修不可

2017-2021年度 全学年 2021年度以前カリキュラム

11G0901502 グローバリズムの政治・経済 2022年度以降 234年 2022年度以降カリキュラム、1年次生は履修不可

11G0341502 アジア理解 2021年度以前 全学年 2021年度以前カリキュラム

2022年度以降 234年 2022年度以降カリキュラム、1年次生は履修不可

2021年度以前 全学年 2021年度以前カリキュラム

11G0901501 グローバリズムの政治・経済 2022年度以降 234年 2022年度以降カリキュラム、1年次生は履修不可

11G0341501 アジア理解 2021年度以前 全学年 2021年度以前カリキュラム

2022年度以降 234年 2022年度以降カリキュラム、1年次生は履修不可。

2021年度以前 全学年 2021年度以前カリキュラム

11G0881502 金２ 社会のなかの科学技術 2022年度以降 全学年 2 寿楽　浩太 2022年度以降カリキュラム

11G097C501
集中

（通年）
※不定期開講

人間科学プロジェクトⅡ 2022年度以降 34 2
世良　耕一
阿部　一知
その他教員

・「人間科学プロジェクトⅠ」の単位修得者のみ履修可。
・本科目は履修単位数上限には含まれない。
・本科目の申請方法については、別途、UNIPA掲示(4月上旬公
開予定)の案内に従うこと（通常の他学部履修申請手続とは異
なるので注意すること)。
・本科目は演習形式の授業となる。授業内容はシラバス、上記
UNIPA掲示を確認すること。
※通年科目につき申請は前期のみ。

11G0441501

11G0721501 企業と社会 2 世良　耕一

2025（令和7）年度 前期 工学部第二部学生対象

人間科学科目　他学部(工学部・未来科学部・ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ工学部)  履修対象科目

　　　昼間学部「人間科学科目」の他学部履修科目は、下記科目が対象となる（下記以外の科目は申請不可）。
　　　他学部履修科科目の申請は必ず所定の方法(UNIPA申請)・期間に従うこと(本学HP内の「履修の手引き」の工学部第二部学生向けページを参照)。
　　　通常のUNIPAによる履修登録とは異なるので注意すること。

※本文中の「カリキュラム年度」とは、自身の学籍番号上2桁に相当します。自身のカリキュラム年度に該当する科目が履修可能です。
（「23NE999」の場合は2023年度、「21NM999」の場合は2021年度がカリキュラム年度です）

11G0281501 芸術（音楽クラス） 2 田村　義也

11G0161501 大学と社会 2 木場　裕紀

11G0771501 身体運動のしくみ 2 木村　憲

11G0281502 芸術（美術クラス） 2 田村　義也

11G080C501
集中

（通年）
※不定期開講

234年 2
世良　耕一
阿部　一知
その他教員

・1年次生は履修不可。
・本科目は履修単位数上限には含まれない。
・本科目の申請方法については、別途、UNIPA掲示(4月上旬公
開予定)の案内に従うこと（通常の他学部履修申請手続とは異
なるので注意すること)。
・本科目は演習形式の授業となる。授業内容はシラバス、上記
UNIPA掲示を確認すること。
※通年科目につき申請は前期のみ。

金１

水３

人間科学プロジェクトⅠ 2022年度以降

2 阿部　一知

水4

2 阿部　一知

製造物責任法 2 頼松　瑞生

※授業の内容・教室については、UNIPAのシラバスでご確認ください。

※「他学部・他学科履修 希望調書」を授業担当教員へ提出する必要はございませんが、授業は初回より出席してください。

（履修登録完了前なので、WebClassを利用する授業では、メンバー登録が必要です。各自で担当教員にメンバー追加を依頼してください。）

※履修定員枠を超過する場合や、所属学科等の判断によっては、履修が不許可となる場合があります。


